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カルテ開示の影響についての医師の意識調査
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目的　カルテ等診療記録の開示（以下カルテ開示）について議論が進められている。今後，開示

の現場で混乱やトラブルをできる限り防ぐには，カルテ開示が診療にどのような影響を及ぼ

すのかを知っておくことは不可欠である。そこで，本調査では，(1)カルテ開示は診療内容に

影響を及ぼすと考える医師とそうは考えない医師がいる，(2)開示が診療内容に影響をあたえ

るかどうかという考えの違いは医師の「カルテの位置づけ」または「記載内容の変化」によ

り異なるという仮説を立てた。そして，仮説に関する項目を含んだ質問票を作成，送付し，

カルテ開示が診療に与える影響を中心に検討した。

方法　N医科大学付属病院およびK医科大学付属病院に勤務している医師計881人に対し郵送自

計方式で調査を行った。

結果　回答があったのは483人で（回収率54.8％），平均臨床経験年数は11.9±8.6年であった。

　1)　カルテ開示は診療内容に影響を与えると「思う」と答えた医師は，49.1％，「思わな

い」と答えたのは50.9％であった。具体的な影響を自由記載で求めたところ，記載は慎重な

書き方になり，自己弁護的，形式的，保守的なものが多くなる。このことから保身的な治療

が中心となり，治療の制限がおこるのではないかといったこと，患者に関する主観的な情報

の医療者間での共有ができなくなること，記載に時間がかかることによる，効率の低下など

があげられた。一方で，患者に理解できるような丁寧な記載が必要になるため，内容の記載

が正確になる，情報伝達について相互の理解に誤りが無いようにする努力が期待できるとい

うこともあがっていた。

　2)　「診断の根拠」，「医師の知識と思考過程を示すもの」，「医療スタッフの意思伝達の場」

といったカルテの位置づけと，カルテ開示による診療内容への影響の有無に関連は認められ

なかった。カルテ開示が前提となると記載できない内容が「ある」と答えた医師は，72.7％

であった。カルテ開示が前提となると記載できないものが「ある」と答えた群は「ない」と

答えた群より，カルテ開示は診療内容に影響が「ある」と答えた（Odds比3.6，P＜0.01）。

開示を前提とするとカルテに記載できないものが「ある」と答えた群の中で，「病名」，「保

険病名」，「自己批判」，「医療過誤を示す記載」，「医師の患者に関する主観的情報」を記載で

きないと答えた医師の方が，開示は診療内容に影響があると有意に答えた（P＜0.05）。

結論　現場の医師の約半数が，開示は診療内容に影響を与えると答えた。具体的には，医療者間

の情報伝達の制限などの影響があると考えていた。そして，診療へ影響の有無は，開示によ

り記載できない情報の有無と関連していた。今後，医師が記載できないと考える情報の取扱

い，情報の共有化など，今後いっそう医療情報の検討が必要と思われた。
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